



業大学 ,1986；櫻井 ,1987) されるようになり、その後徐々に研究成果が示されつつある。
なかでも、ダウン症者は従来より他の知的障害者よりも早期から老化現象が認められる
と報告（菅野 ,1997) され、早期からの能力低下も著しい。脳病理学的研究からは、遺伝






















Conditions of support for functional decline of adults 





































割合は、通所施設で 5.6%、入所施設で 4.3% と報告されていた。障害種別の報告 ( 日本




























運動能力 84 2 20
言語・コミュニケーション能力 81 7 18
肥満の防止 98 0 6
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